
度
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
篠
﨑
セ
ン

タ
ー
長
は
「
徳
洲
会
は
も
と

も
と
重
症
度
や
診
療
科
に
こ

だ
わ
ら
ず
に
救
急
患
者
さ
ん

を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
北
米

型
の
Ｅ
Ｒ
（
救
急
外
来
）
を

実
践
し
て
お
り
、
診
療
・
指

導
体
制
は
十
分
に
整
っ
て
い

ま
す
。
救
急
指
導
医
さ
え
い

れ
ば
、
指
定
施
設
に
認
定
さ

れ
る
病
院
は
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
」
と
分
析
す
る
。

将
来
的
に
は
同
院
で
育
成

し
た
救
急
指
導
医
を
全
国
の

徳
洲
会
病
院
に
派
遣
し
、
グ

ル
ー
プ
の
指
導
医
指
定
施
設

を
増
や
し
た
い
考
え
だ
。
ま

た
「
グ
ル
ー
プ
病
院
な
ら
資

格
取
得
の
た
め
の
異
動
も
容

易
で
、
取
得
後
に
以
前
に
い

た
病
院
に
戻
る
こ
と
も
で
き

ま
す
」（
篠
﨑
セ
ン
タ
ー
長
）

と
、
グ
ル
ー
プ
病
院
か
ら
の

期
間
限
定
の
転
院
も
受
け
入

れ
て
い
く
。

同
院
は
昨
年
末
、
大
阪
府

か
ら
同
府
内
で
は
民
間
病
院

初
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

認
定
を
受
け
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
８

床
を
含
め
た
28
床
の
専
用
病

床
と
、
満
床
時
に
患
者
さ
ん

を
一
時
的
に
収
容
で
き
る
オ

ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ベ
ッ
ド
６
床

で
、
泉
州
地
域
の
救
急
医
療

を
支
え
て
い
る
。

篠
﨑
セ
ン
タ
ー
長
は
「
救

急
部
に
一
番
大
切
な
の
は
、

緊
急
に
処
置
が
必
要
な
患
者

さ
ん
を
、
す
み
や
か
に
受
け

入
れ
る
た
め
の
ベ
ッ
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
す
」
と
、
病
棟

管
理
師
長
や
Ｍ
Ｓ
Ｗ
（
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
と

連
携
し
、
空
き
ベ
ッ
ド
の
確

保
に
尽
力
。
結
果
、
同
院
の

救
急
不
応
率
は
大
き
く
減
少

し
、
泉
州
地
域
の
救
急
受
け

入
れ
拒
否
の
回
避
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

ー
ル
。
単
発
性
の
小
径
腎
が

ん
切
除
後
の
腎
を
移
植
し
て

も
、
が
ん
再
発
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
い
こ
と
な
ど
安
全
性

を
説
き
、「
難
度
の
高
い
手

術
で
す
が
、
熟
練
す
れ
ば
廃

棄
す
る
腎
を
有
効
利
用
で
き
、

移
植
希
望
者
に
恩
恵
と
な
り

ま
す
」
と
結
ん
だ
。

同
学
会
で
は
、
国
際
移
植

学
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
デ
ル

モ
ニ
コ
会
長
が
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
最

も
問
題
視
し
て
い
た
の
が
臓

器
売
買
と
渡
航
移

植
。
小
川
顧
問
は

「
修
復
腎
移
植
の

必
要
性
を
再
確
認

し
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
る
。

英
国
で
約
３
５
０
０
個
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
廃

棄
さ
れ
る
腎
臓
を
修
復
腎
移

植
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ

と
で
、
ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供

者
）
不
足
の
緩
和
に
役
立
ち
、

臓
器
売
買
や
渡
航
移
植
の
減

少
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
腎
移
植
待
機
中
に

多
く
の
透
析
困
難
患
者
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
い
る
現
状
の

改
善
に
も
つ
な
が
る
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
、
２

０
０
９
年
12
月
に
修
復
腎
移

植
の
臨
床
研
究
を
開
始
。
11

年
２
月
ま
で
に
10
例
に
達
し
、

そ
の
後
も
症
例
を
重
ね
現
在

14
例
に
至
っ
て
い
る
。

小
川
顧
問
は
10
例
ま
で
の

臨
床
研
究
結
果
に
つ
い
て

「
が
ん
の
再
発
例
は
な
く
、

71
〜
79
歳
の
ド
ナ
ー
か
ら
の

腎
を
移
植
さ
れ
た
４
人
の
レ

復
腎
移
植
は
腎
臓
に
生
じ
た

４
㎝
以
下
の
小
径
が
ん
を
切

除
、
修
復
し
た
う
え
で
、
透

析
患
者
さ
ん
に
移
植
す
る
手

術
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
米

国
な
ど
各
国
で
通
常
の
医
療

と
し
て
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
世
界
中
で
１
０
０
例
以

上
の
症
例
が
報
告
さ
れ
て
い

国
際
臓
器
摘
出
・
提
供
学

会
は
国
際
移
植
学
会
の
分
科

会
の
ひ
と
つ
。
小
川
顧
問
は

11
月
22
日
に
登
壇
し
た
。
修

救
急
医
の
増
員
を
図
り
た

い
」
と
意
気
軒
高
だ
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
創
設

以
来
、「
断
ら
な
い
医
療
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
救
急
医
療
に

注
力
し
て
お
り
、
豊
富
な
症

例
数
を
背
景
に
実
践
的
な
知

識
・
技
術
を
研け

ん
さ
ん鑽
し
て
い
る
。

し
か
し
、
救
急
指
導
医
の
資

格
保
持
者
は
ま
だ
少
な
く
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
も
数
人
程

に
は
来
年
１
月
に
同
資
格
取

得
を
目
指
す
救
急
科
専
門
医

１
人
が
入
職
す
る
予
定
。

篠
﨑
正
博
・
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
長
（
救
急
指
導
医
）

も
「
救
急
医
療
の
重
要
性
が

周
知
さ
れ
る
に
従
い
、
救
急

指
導
医
の
需
要
も
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
当
院
が
救
急

指
導
医
指
定
施
設
に
な
る
こ

と
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
、

属
し
て
い
る
医
師
に
と
っ
て

も
励
み
に
な
り
、
そ
れ
を
目

的
に
入
職
す
る
医
師
も
い
ま

す
」
と
胸
を
張
る
。

救
急
指
導
医
の
資
格
取
得

に
は
指
導
医
指
定
施
設
で
10

年
（
緩
和
要
件
に
合
致
す
れ

ば
７
年
）
以
上
、
勤
務
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
指
定
施
設

の
少
な
さ
か
ら
資
格
取
得
は

困
難
を
極
め
て
い
る
。
同
院

（
徒
歩
来
院
）
も
含
め
る
と
、

年
に
４
万
例
近
い
救
急
患
者

さ
ん
を
専
門
診
療
科
の
医
師

ら
と
協
力
し
て
診
療
し
て
い

る
。
今
年
５
月
か
ら
は
試
験

的
に
自
治
体
事
業
に
参
画
し
、

精
神
科
救
急
の
患
者
さ
ん
も

受
け
入
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
疾
患
を
経
験
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。

救
急
指
導
医
の
ひ
と
り
、

鍜
治
有
登
・
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
部
長
は
「
救
急
指
導
医

の
資
格
が
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
当
院
の
大
き

な
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
所

る
、
②
独
立
し
た
救
急
部
門

が
あ
る
、
③
救
急
指
導
医
が

２
人
以
上
、
④
５
床
以
上
の

救
急
専
用
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中

治
療
室
）
が
あ
る
、
⑤
救
急

部
門
へ
の
入
院
患
者
数
が
年

３
０
０
例
以
上
、
⑥
救
急
専

任
医
師
が
５
人
以
上
―
―
な

ど
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
越
え

て
指
定
施
設
に
な
る
必
要
が

あ
る
。

岸
和
田
病
院
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
は
、
救
急
指
導
医

２
人
を
含
め
た
救
急
専
任
医

師
７
人
体
制
。
12
年
は
救
急

搬
送
件
数
９
６
１
３
件
、
救

急
か
ら
の
新
入
院
患
者
数
２

１
１
３
例
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

評
価
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

救
急
指
導
医
は
全
国
で
も
約

５
６
０
人
（
14
年
１
月
１
日

見
通
し
）
と
少
な
く
、
同
セ

ン
タ
ー
長
の
う
ち
救
急
指
導

医
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
の

は
半
数
程
度
と
い
う
の
が
実

厚
生
労
働
省
に
よ
る
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
評
価
項
目

で
、「（
同
セ
ン
タ
ー
の
）
責

任
者
は
日
本
救
急
医
学
会
指

導
医
で
あ
る
こ
と
」
が
最
も

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
な
ど
、

救
急
指
導
医
の
存
在
は
高
く

岸
和
田
徳
洲
会
病
院
（
大
阪
府
）
は
２
０
１
４
年
１
月
１
日
、

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
で
初
め
て
日
本
救
急
医
学
会
指
導
医
指
定

施
設
に
認
定
さ
れ
る
。
同
指
定
施
設
は
認
定
要
件
が
厳
し
い

た
め
、
全
国
で
も
ま
だ
１
０
０
施
設
程
度
で
、
民
間
病
院
で

は
数
施
設
の
み
。
将
来
的
に
同
院
は
、
育
成
し
た
救
急
指
導

医
を
全
国
の
徳
洲
会
病
院
に
派
遣
し
、
グ
ル
ー
プ
の
救
急
医

育
成
体
制
を
強
化
し
て
い
く
考
え
だ
。

グ
ル
ー
プ
病
院
に
指
導
医
派
遣
も

救急指導医育成に意欲を見せる篠﨑センター長
（右）と鍜治センター部長

日本救急医学会指導医指定施設に認定される岸和田病院

情
だ
（
図
）。

救
急
指
導

医
を
育
成
す

る
に
は
、
①

（
内
科
か
ら

外
科
ま
で
）

各
種
（
各
疾

患
）
の
救
急

患
者
さ
ん
を

診
療
し
て
い

東
京
西
徳
洲
会
病
院
泌
尿
器

科
の
小
川
由
英
顧
問
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
で

11
月
21
日
か
ら
３
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
第
12
回
国

際
臓
器
摘
出
・
提
供
学
会
で
、

修
復
腎
移
植
を
テ
ー
マ
に
口

演
（
口
頭
発
表
）
し
た
。
安

全
性
や
有
効
性
、
移
植
希
望

者
に
恩
恵
と
な
る
こ
と
な
ど

を
訴
え
た
。

修
復
腎
移
植
ア
ピ
ー
ル

小
川
・
東
京
西
徳
洲
会
病
院
顧
問

豪州での
国際学会

基調講演を行った国際移植学
会のデルモニコ会長（右）と
小川顧問

修復腎移植について口演する小川
顧問

シ
ピ
エ
ン
ト

（
臓
器
受
給

者
）
を
含
め

腎
機
能
は
す

べ
て
良
好
で

す
」
と
ア
ピ

る
。
小
径
腎
が
ん

に
よ
り
摘
出
さ
れ
、

毎
年
廃
棄
さ
れ
て

い
る
腎
臓
は
日
本

で
約
２
０
０
０
個
、

米
国
で
約
３
０
０

０
〜
７
０
０
０
個
、

当院が立地する新庄市と周辺の町村は高齢化が
進み、人口減少率も高く、遠からず高齢者人口も減
少します。数年前から介護施設が雨後のタケノコの
ように増えたため、入院患者さんは少なくなってき
ました。このような状況では、これまでやってきたこ
とを漫然と継続するのではなく、地域のニーズをく
み取り、医療の質を向上させなければなりません。
キーワードは「在宅医療」です。当院の強みは、

さまざまな医療・介護サービスを在宅で提供しつつ、
いざとなれば入院もできることです。先日も食道が
んで在宅死を望む患者さんを、ご家族や訪問看護ス
テーションのスタッフとの連携で看取ることができま
した。毎年８月に開催する名物の「新庄まつり」ま
では、もたないかもしれないと思っていましたが、10

月、家族に見守られなが
ら苦痛なく最期を迎えら
れました。現行の医療の
なかに在宅医療をどう組
み込んでいくか――これ
からの当院の主要なテー
マです。

医療・介護サービスを在宅で提
供する

キーワードは在宅医療

第 6 回

笹壁弘嗣
新庄徳洲会病院院長

救
急
指
導
医
指
定
施
設
に

徳
洲
会
初 

民
間
で
数
施
設
の
み

岸 和 田
徳洲会病院

徳 洲 新 聞徳 洲 新 聞 生
い の ち

命だけは平等だ

月 曜 日12月 16日

直　言
「生命だけは平等だ」の理念に感動
入居困難な高齢の方の受け入れ必然
徳田・前理事長の英断で「徳洲苑しろいし」

❷	回顧この１年・救急医療・「評価」「地域」がキーワード／第
75 回日本臨床外科学会総会関連記事・４面から続く

❸	第 75 回日本臨床外科学会総会関連記事・２面から続く

❹	第 75 回日本臨床外科学会総会・人間を観る医学が基盤・
徳洲会グループから 43 演題

	 （２、３面に関連記事）
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